※「研究代表者の交替」は、国際共同研究加速基金（国際活動支援班）において、交付条件に規定された条件を満たす場合のみ、変更承認申請を行うことができます。
日本学術振興会に紙媒体で提出する必要はありません。所属研究機関を通じて電子メールで送付してください。

様　式　Ｆ－９－２
科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）研究代表者変更承認申請書
平成　　年　　月　　日
独立行政法人日本学術振興会理事長　殿
	
	
	
	機関番号
	

	所属研究機関名称
	

	研究
代表者
	部局
	

	
	職
	

	
	氏名
	
	印


科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）について、下記のとおり研究代表者を変更したいのでご承認くださるようお願いします。
記
	１．研究種目名
	国際共同研究加速基金（国際活動支援班）
	２．課題番号
	


	３．研究課題名
	


	４．交付決定額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

	直接経費
	間接経費
	合計

	
	
	


	５．補助事業期間
	平成　　年度～平成　　年度


	６．補助事業者及び役割分担等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

	区分
	氏名
（研究者番号）
	所属研究機関・部局・職
（機関番号）
	役割分担等（変更前）
	直接経費
（変更前）

	
	
	
	役割分担等（変更後）
	直接経費
（変更後）

	変更前研究代表者
	
	
	
	0

	
	
	
	削除
	

	
	（　　　　　　　　）
	
	（　　　　　）
	
	

	変更後研究代表者
	
	
	（研究分担者のときの役割）
	

	
	
	
	
	

	
	（　　　　　　　　）
	
	（　　　　　）
	
	

	研究分担者
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	（　　　　　　　　）
	
	（　　　　　）
	
	


	６．補助事業者及び役割分担等（つづき）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

	区分
	氏名
（研究者番号）
	所属研究機関・部局・職
（機関番号）
	役割分担等（変更前）
	直接経費
（変更前）

	
	
	
	役割分担等（変更後）
	直接経費
（変更後）

	研究分担者
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	（　　　　　　　　）
	
	（　　　　　）
	
	

	研究分担者
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	（　　　　　　　　）
	
	（　　　　　）
	
	


	７．事実発生（予定）年月日及び変更理由

	事実発生（予定）年月日
	平成　　年　　月　　日

	研究代表者の変更が
生じた理由
（所属機関を変更する場合には応募資格の有無も
記載すること）
	

	研究代表者を変更しても研究計画の遂行に支障がない理由
	

	新しく研究代表者になる者の研究代表者としての
適格性
	

	新しく研究代表者になる者の略歴（研究歴も含む。）及び研究成果公開発表状況について
	

	新しく研究代表者に
なる者の了解
	新しく研究代表者となることについて承諾します。

	
	
	変更後研究代表者氏名
	

	
	
	
	印
	

	
	


（１／２）
（２／２）
日本学術振興会に紙媒体で提出する必要はありません。所属研究機関を通じて電子メールで送付してください。
（３／３）

